
 

防 災 訓 練 項 目（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①個別（部分）訓練 情報収集・伝達訓練 

消火訓練 

救出・救護訓練 

避難訓練 

給食・給水訓練 

避難所開設訓練 

その他必要な訓練（防災講話等を含む） 

②総 合 訓 練 個別（部分）訓練によって習得した知識・

技術を総合して行う訓練 

③体験イベント型訓練 防災と直接には関係しないイベント等に

防災要素を組み込んで行う訓練 

④図 上 訓 練 災害に対するイメージトレーニング 

【訓練実施における留意事項】 

 ○正しい知識、技術を習得するために、消防機関等の指導を受ける。 

 ○訓練終了後に、訓練内容を見直して必要な改善を行う。 

○地域内の事業所等の自衛消防組織、さらには近隣の自主防災組織とも共同して防災訓練を

行う。 

 ○特定の災害だけでなく、地域の実状に即した訓練内容とする。 

 ○災害時要援護者にも配慮した効果的な訓練内容とすること。 

 ○市や消防機関等が主催する総合防災訓練には積極的に参加する。 

 ○短時間でも訓練が行えるよう、実施方法等を工夫する。 

 ○固定観念にとらわれず、応用動作ができるようにする。 

 ○訓練にあっては、事故防止に努める。 

 ○訓練の実施を必ず届け出る。 

 


